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定期点検の目的

平成26年から国道・府県道・市町村道・高速道路などの道路管理者

は、全ての橋を５年に１度、直接目で見ることができる距離まで近づ

いて点検し（近接目視点検）、橋の状態を診断・記録しています。

近畿地方で国が管理する橋は約5000橋、その多くは高度経済成長

期につくられました。

近畿地方整備局では定期点検によって橋の状態を調べ、必要な補

修補強を行うことで、橋の長寿命化に取り組んでいます。

近接目視点検のために、近畿地方整備局では橋梁点検車（橋を点

検するための大型車両）を３台保有しています。

橋梁点検車の他にも、はしご、リフト車、ボートや、深い谷などにか

かる橋ではロープを伝って点検する場合もあります。

定期点検の方法

高度経済
成長期に

つくられた橋

国が管理する橋が作られた年度（近畿）

点検
状態をしらべる

記録
履歴をのこす

診断
健全か工事が
必要か判定する

工事
補修補強する

メンテナンス
サイクル

紀州大橋概要

上部構造形式
単純鋼合成箱桁橋
3径間連続鋼非合成箱桁橋2連
2径間連続鋼非合成箱桁橋

下部構造形式
逆Ｔ式橋台2基,壁式橋脚（ＲＣ）8基


